
１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

２８年度 16,867 35,446 7,485 15,011 27,688 8,936 11,592 6,106 3,693 4,876 2,441 16,436 156,577

２７年度 13,985 32,299 6,993 14,608 34,405 19,552 12,420 9,277 3,931 6,396 3,614 16,191 173,671

増　減 2,882 3,147 492 403 -6,717 -10,616 -828 -3,171 -238 -1,520 -1,173 245 -17,094

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

２８年度 6,438 11,827 3,313 6,377 12,097 4,221 4,143 2,323 1,483 1,714 777 6,809 61,522

２７年度 4,503 12,504 3,150 6,022 12,363 10,275 4,982 3,889 1,864 2,292 1,240 6,445 69,529

増　減 1,935 -677 163 355 -266 -6,054 -839 -1,566 -381 -578 -463 364 -8,007

管理体制

　正職員（常勤職員）：5人、臨時職員：12人、パート職員1人〔計  18人〕

　詳細な配置は別紙２のとおり

利用者数 (人)

利用料金収入
　　　 (千円)

開館時間
通常：午前９時～午後５時
ゴールデンウィークの期間、盆の期間：午前９時～午後５時３０分

休館日
毎月第２水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日に当たるときは、その
直後の休日でない日）１２月２９日～１月１日

委託業務の内容

○施設設備の維持管理（保守管理及び修繕、警備、清掃等）
○管理施設の利用の許可、退去の命令、施設利用料の徴収等に関する業務
○その他管理施設の運営に関する業務（利用者の受付及び案内、安全確保、利用者へのサービスの提供、管理施設
の利用促進等）
○管理施設を利用した自然体験等に資する事業に関する業務

設置年月日 昭和４８年５月（平成１２年３月リニューアルオープン）

施設内容

○敷地面積
・県所有地（こどもの国敷地　193,315.49㎡、こどもの国北側臨時駐車場　37,899.960㎡の一部）
・鳥取市からの借用地 3773.79㎡
○建築総面積　6,909.3㎡
○施設内容
　管理棟、そうぞう館、多目的ホール、砂の工房、木工工房、レストラン、こども広場、遊具広場、乗物広場、水
の遊び場、こどもの国農園、杉の子ハウス、キャンプ場、わんぱく広場、ぼうけん広場、駐車場

利用料金 別紙１のとおり

指定管理者名 一般財団法人鳥取県観光事業団 指定期間
H18.4.1～H21.3.31（３年間）
H21.4.1～H26.3.31（５年間）
H26.4.1～H31.3.31（５年間）

設置目的 自然とのふれあいや遊びを通じて子どもたちが憩い楽しめる場を提供し、もって児童の健全な育成に資する。

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（平成２８年度業務)

施　設　名 鳥取県立鳥取砂丘こどもの国 所在地 鳥取市浜坂１１５７－１

施設所管課名 子育て応援課 連絡先 ０８５７－２６－７８６８

平成29年6月13日



５ 収支の状況

６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

衛生管理者の選任 選任の要否：要　　選任状況：選任あり(衛生推進者１名) ※規模の要件あり

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：要　　選任状況：選任あり(衛生推進者１名) ※業種・規模の要件あり

安全衛生

一般健康診断の実施 選任の要否：無　　選任状況：

産業医の選任 選任の要否：無　　選任状況： ※規模の要件あり

安全管理者の選任 選任の要否：無　　選任状況： ※業種・規模の要件あり

※適否を記入

支払い遅延等の有無 ※有無を記入

給与

給与金額 306,560円 165,000円 145,000円 ※平均月額を記入

最低賃金との比較 適 適 適

無 無 無

※タイムカード、ICカード、自
己申告、使用者の現認などの
別を記入

休暇、休日の状況
※幅がある場合は上限、下限
を記入

労働時間

所定労働時間 １週40時間 １週40時間 １週40時間
※幅がある場合は上限、下限
を記入

時間管理の手法 出勤簿に押印 出勤簿に押印 出勤簿に押印

交代制勤務により、勤務を要しない日に指定された日

※常時１０人以上の労働者を
起床する場合は作成、届出が
必要

労使協定の締結状況 有 有 有
※労働基準監督署長への届
出が必要な協定の有無

雇用契約
・

労使協定

労働条件の書面による提示 有 有 有 ※書面の名称を記入

就業規則の作成状況 有 有 有

収 　支 　差 　額 20,536,341 16,936,260

確認項目
状況

備考
正職員 非常勤職員 臨時職員

156,331,416 -7,977,161 

計 127,817,914 139,395,156 -11,577,242 

工房運営費 3,409,861 3,537,426 -127,565 

売店運営費 702,965 759,827 -56,862 

支出

人  件  費 63,711,060 64,976,158 -1,265,098 

施設維持管理費

事業外収入
県委託料 86,802,000 86,802,000 0

小　計 86,802,000 86,802,000 0

42,714,753 49,339,355 -6,624,602 

イベント経費 17,279,275 20,782,390 -3,503,115 

計 148,354,255

69,529,416 -7,977,161 

売店営業収入 712,375 911,493 -199,118 

レストラン収入（レスト
ラン施設使用料）

127,351 218,517 -91,166 

工房収入（砂工房・木工
工房利用料）

10,162,320 11,023,970 -861,650 

参加料収入（友の会会
費、体験イベント参加
料）

3,377,640 4,421,921 -1,044,281 

収入

事業収入

入園料収入（キャンプ場
利用料収入含む）

28,715,710 31,611,740 -2,896,030 

遊具使用料（バッテリー
カー等使用料）

14,533,400 16,887,900 -2,354,500 

その他収入（手数料収
入、自動販売機等手数
料）

3,923,459 4,453,875 -530,416 

小　計 61,552,255

区　　　　　分 ２８年度 ２７年度 増　　減



○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

７ サービスの向上に向けた取組み

８ 利用者意見への対応

９ 指定管理者による自己点検

・親子一緒になって遊べ良かった
・危険のないよう配慮された遊具で安心できた
・工作が楽しい
・スタッフの対応が良かった
・子どもの頃から利用しており、子どもが生まれてまた来ることができて嬉しい
・ロッカーができて大変助かった
・ボールプールが好きでいつも楽しんでいる

利用者からの苦情・要望 対　応　状　況

・キャッスルエリアにトイレが欲しい
・もう少し遊具があれば楽しい
・水遊び場の更衣室、水着等の干し場が欲
しい
・個人のキャンプ場の利用が夏休みのみで
利用が集中するので９月まで利用期間を広
げて欲しい
・ごはんを食べるところを増やして欲しい
・平日のイベントを増やして欲しい
・空中回廊は土足禁止にして欲しい
・まだ歩けない赤ちゃんが遊べる場所やイ
ベント等がもっとあるとよい
・雨の日に室内でしか遊べない

業務の参考としている。

・イベントを見るときに祖父母も誘いやす
いよう椅子を出して欲しい

29年度改善予定。

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

（１〉事業概要
・各種イベントの開催、工房・遊園乗り物広場の運営などにより、年間を通して入園者の満足度の向上に努めた。
・水の遊び場のほか、経年劣化による損傷等の修繕を行ったほか、どんぐりの道・ぼうけん広場周辺樹林地の整備、園内案内看板の
充実など、より安全に利用しやすく、楽しめる環境作りに努めた。
（２）利用促進に向けた取組状況
・ホームページ、フェイスブックを活用し、イベント等の情報発信に努めた。
・友の会会員相互割引の実施、こどもの国入園料割引券の配布により利用促進を図った。
・平日を利用した「大人向教室」、工房感謝デーなどを開催した。
・わんぱく広場の利用促進策として、グラウンドゴルフやパークゴルフイベントなどを行った。
（３）地域、団体等の連携状況
・わらべ館との入園料相互割引、かにっこ館との相互イベントを実施した。
・地元企業・団体等と連携等した「いけばな小原流野外展」「マルコラ（(株)マルイ主催の食による地域貢献のイベント）」を開催
した。
・鳥取砂丘一斉清掃（春・秋）に参加した。
（４）広報の状況
・地元新聞社、神戸新聞等でイベント情報提供など効果的な広報を行った。情報誌への情報提供、TV出演など積極的な広報に努め
た。
（５）営業の状況
・年5回、職員で「こどもの国ニュース」を県内・兵庫県北部・岡山県北部の保育園・幼稚園・小学校・観光施設に配布した。
（６）その他
・園内看板に英語表記を追加し、インバウンド対応を行った。

利用者意見
の把握方法

・利用者アンケートによる意見・提案・苦情等
・友の会会員の提案
・県民の声の苦情・提案
・窓口での意見等受付

区　分 取　　組　　み　　内　　容

アンケート
の実施

施設利用者にアンケートを記入してもらい、施設利用者の意見を求めた。

　利用者からの積極的な評価

3,001人以上（６人選任）
安全衛生推進者 安全管理者と同じ 10人以上50人未満
衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種 10人以上50人未満

安全管理者

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含む。）、
電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品卸売業、家具・建
具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家具・建具・じゅう器小売業、
燃料小売業、旅館業、コルフ場業、自動車整備業及び機械修理業

50人以上

衛生管理者 全ての業種

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）
501人～1,000人（３人選任）
1,001人～2,000人（４人選任）
2,001人～3,000人（５人選任）

種別 業種 規模（常時使用する労働者数）
産業医 全ての業種 50人以上



10 施設所管課による業務点検

　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。
　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

総　　　　括 3 ○指定管理業務の内容は、おおむね協定書の内容どおりに実施されており、
適切な管理運営が行われていると認められる。

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。
　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。
　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。

〔県の施策への協力〕
3 ○障がい者就労施設から物品の調達（売店での販売物）に取り組んでいる。

　○障がい者就労施設への発注

〔関係法令の遵守状況〕

3 ○現在、行政指導を受けている事案はない。
○委託業務等、県内業者への発注に取り組んでいる。

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

　 ・その他の法令

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

〔職員の配置〕 3 ○指定管理業務を実施するために必要な人員が適切に配置されている。

〔会計事務の状況〕

3 ○協定書等で定める規定が整備されており、適正に会計事務が行われてい
る。

　○不適正事案や事故等の有無

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

〔収入支出の状況〕 3 ○入園料の収入管理及び支出行為は、会計法令等に従って適切に行われて
いる。

〔利用者サービス〕

3
○利用者意見の把握・対応については、アンケートにより把握し、その意見を
業務に反映させるなど、積極的に業務改善を図る姿勢がみられ、適切な対応
が図られている。
○その他については、協定書に沿って適切に実施されている。

　○開館時間、休館日、利用料金等

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○個人情報保護、情報公開

　○利用者意見の把握・対応

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

3 ○利用受付・案内、付属施設・備品の貸出し及び利用指導・操作については、
マニュアルに基づいて適切に行われている。

　○利用受付・案内

　○附属設備・備品の貸出し

　○利用指導・操作

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

3 ○利用許可は、適切に行われている。
○利用料金の徴収、減免は、適切に行われている。

　○利用の許可

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

2
○一部、複数年契約を導入するなど、経費削減に努めている。
○平成28年8月に発生した事故は、点検により未然に防げた事故であり、今後
同様の事故が発生しないよう、今後より一層細かな点検を心がけること。

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　○事故の防止措置、緊急時の対応

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

・リニューアルから17年が経過し、施設・設備の老朽化が進んでいる。県と協議しながら計画的に設備改修等を進めているところで
あるが、魅力ある園づくりのため、遊具のさらなる新設・更新及び施設の改修等が必要な時期となっている。また、暖房設備の構造
的な問題、バードケージ跡地の活用策など県との協議により解決すべき事案も増えていくと思われる。
・引き続き県との緊密な連携を図り、遊具及び施設の安全性の向上と快適な環境づくりによりいっそう努めるとともに、幅広い年齢
層への対応・雨の日でも楽しめる屋内施設の整備など多様化する利用者ニーズを反映した事業を総合的かつ積極的に実施したい。
・地域・各種団体及び地元企業等と連携し、新たなイベント展開などで集客促進を図る。
・多種多様なイベントに対応するために研修等を重ね、さらに職員のレベルアップを図る。

項　　　　　　　目 評　価 点　　　検　　　結　　　果



別紙１　利用料金

１　入園料
一般人等 高校生 中学生 小学生以下

５００円 ５００円 ２００円 無料
団体 １０人以上 ４５０円 ４５０円 １８０円 無料

２０人以上 ４００円 ４００円 １６０円 無料
上記料金 ２５０円 １００円 無料

２　キャンプ場

一般人（高校生を含む）
児童又は中学生
一般人（高校生を含む）
児童又は中学生

３　キャンプ用品貸出料

１式につき　３００円

４　工房利用料

５　乗物利用料

区分
個人

学校行事

区分 料金

宿泊する場合

宿泊しない場合

１人１泊につき　２４０円
１人１泊につき　１２０円
１人１日につき　１２０円
１人１日につき　　６０円

バーべキュー鍋コンロ

料金
１張につき　４００円
１式につき　４００円
１枚につき　２００円

区分
キャンプ用テント
プロパンガスセット
鉄板

幼児、児童又は中学生の生徒

高等学校の生徒、学生又は一般人

木工工
房（工具
を利用す
る場合）

スクラッチ

木工

ガラス細工

幼児、児童又は中学生の生徒

高等学校の生徒、学生又は一般人

区分 金額
１人１回につき　３００円
１人１回につき　４００円

本焼き
砂の工房

幼児、児童又は中学生の生徒

高等学校の生徒、学生又は一般人

幼児、児童又は中学生の生徒

高等学校の生徒、学生又は一般人

１個につき　　　 １５０円
１個につき　　　 ２５０円

１人１回につき　２００円

１人１回につき　１００円

１人１回につき　　５０円
１人１回につき　１００円
１人１回につき　１００円
１人１回につき　１５０円

レールトレイン

変形自転車

満３歳から中学に入学するまでの者

中学校若しくは高等学校の生徒、学生又
は一般人

周回コースバッテリーカー
サイクルモノレール

バッテリーカー

区分 金額

１人１回につき　１００円

１人１回につき　１００円
１人１回につき　１００円
１人１回につき　２００円



別紙２　こどもの国管理体制（平成２８年４月１日現在）

[主な業務]

常勤１
期限付職員5

常勤１ 常勤１

常勤２

期限付職員8

5人

13人

18人

経理（収入・支出）　予算・決算

施設管理・苦情処理等

企画

広報・営業
企画広報・工房

【ﾏﾈｰｼﾞｬｰ1人、ｽﾀｯﾌ1人、
職員8人】

総務・遊園
【ﾏﾈｰｼﾞｬｰ1人、職員5人】

合計

総合案内・ゲート(入園料の徴収)

常勤

期限付職員

遊具の貸出

遊具の点検

キャンプ場

安全点検

木工工房

砂工房

園長 副園長


